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梶浦善次学長を送る
初等教育学科教授 磯貝 芳司
梶浦善次学長は，昭和62年10月1日， 学長離任式に当って全学の教職員，学生に対してお別
れの言葉をのべられました。終りに，「私の一生の指針となったものは，小学校の恩師の先生
が示された「至誠」と「奮闘」という校訓であります。 至誠は， 「鬼神を泣かせるものは世の
中の人の心の誠なりけりJという明治天皇の御製で，奮闘は御製の「大空に釜えて見ゆる高嶺
にも登れば登る道はありけり」で教えられました。この校訓によって生きてきた教員生活の最
後を本学において終えることができましたことを心から有難く思っています。」 と言われ，イ
ギリスの詩人ロパート・ブラウニングの詩 「ラビ ・エズラ ・ベンJの中の言葉を号｜いて「我と
共に生きよ，人生の最善のものはこれから来るのだ。神は人生を全体としてつくられたのだか
ら」として「至誠（まごころ）一愛情ーと困難にめげぬ不屈な心をもち，自分の長い人生の全
体を考え，今日を雄々しく生きてください。Jと結ばれ，先生は熱をこめて誠と愛の教えを強
調して本学を去られました。
先生は14才で留萌管内の小学校の教壇に立ってから本学で退官されるまで68年間一貫して教
職の道を歩まれました。しかもそれは戦前の小学校 ・中学校 ・女学校・高等専門学校，戦後の
幼稚園・小学校 ・中学校・高等学校 ・大学・短大の教員 ・校長・ 学長の国立，私立にわたって
広く経験され，まさに本道における 「生きた教育史」であると言っても過言でありません。
先生は，私たちにも学生にもよく人生の「出会い」ということを言われました。人生におけ
る出会いは，対他的には運命的な偶然性でありますが，対自的には自由な決定性であります。
先生は，出生において，恩師において，学校において，書物において，そして学問において
たくさんの決定的な出合いを経てあの高潔な人間性を形成したものと考えられます。
先生の教育的な業績は枚挙にいとまありませんが，その一，二をあげると，戦前，札幌師範
学校に学んで小学教師となるや，貧困家庭児童の学級経営に努力されて子どもたちを刺戟し，
東京高等師範学校に英語を学んで中学校教師となるや，本道における新しい英語教授法を実践
されました。また30年代の後半に志を新たにして東京文理大学に学び，ヘーゲルを中心にドイ
ツ哲学を攻究して，戦後は国立の専門学校としての師範学校では哲学を教え，新しい教員養成
大学への転換や創設に献身的な努力をされました。同時に附属の小学校，中学校長を兼務して
学生の教育実習に創意を加え，新教育のモデル校として附属の指導性を発揮されました。また，
乞われて大学教授から札幌旭ケ丘高等学校の初代校長となるや，先生の創意ある学校経営はた
ちまちこれを全道有数の名門高校に仕上げ，全道高校長協会の理論的実践的な指導者でありま
した。また，この時代北海道高等学校教育研究会を創立し，全国的にも例のない研究組織を確
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立したことは特筆大書すべき事績であります。高等学校長を退職後は，私立北星大学教授と し
て教育学を講じ，学生部長として大学紛争の解決に当られました。さらに私立静修短期大学長
としては，創設後聞もない同大学の整備充実に努力し，教育学を講ずるかたわら，附属幼稚園
長として幼児教育のカリキュラム作成並びに短大生の教育実習の指導に努力されたのでありま
す。
先生は，昭和47年l月より本学の教授として教育学や教育実習を担当され，間もなく学長代
理となり，昭和50年10月から初代田所学長の退職の後をうけて学長に就任，以来三期12年の長
きにわたりその職にあり，本学のゆるぎない声価を内外に高められました。先生の短大運営理
念は学長候補者選考委員会に対する意見に端的に表明されています。「私立大学は学園創立の
精神に立脚して，高等教育と学問研究にあたる合理的な教育機関Jであると考えます。合理的
機関というのは，明確な内部規程に基づき，各人がそれぞれの責任を遂行するとともに，協力
して全体としてその機能を発揮する学校である，と私は理解しています。短大は私学であって
も，教育基本法，学校教育，私立学校法などによって国民教育の一翼を荷なうのであり，公的
な性格をもつものであることは明らかであります。このような観点から，短大運営の根幹は，
学園との正しい関係の中で，大学の自立的運営を確保し実現することであります。学長はこの
精神によって諸般の問題の処理に当たるものであります。
先生は以上の信念に基き本学の各種規程の整備による学校運営の適正化，教育課程改善によ
る教育内容の向上，教官の教育，研究条件の整備，施設，設備の充実整備，新設学科増等幾多
の問題の解決に努力されました。本学は今や学生数は2,000人を超え，全国的に最大規模の短
大のーっとなったのであります。本年6月米国オレゴン州、｜グレシャム市のマウン トフッド ・コ
ミュニティ大学と妹姉提携を結びましたが，生涯教育の機関として，短大に新しい内容を与え
るというのが先生の創意であったということができます。
先生の教育的識見が極めて広いのは，すでにのべた多彩な教育経験によることは勿論であり
ますが，また，ご自身の学問研究の成果であり，広く世界に知識を求められた結果と思います。
先生は昭和29年アメリカ国務省の人的交換計画によってアメ リカに招聴され，また 「世界教育
者団体連合会jには日本代表として南米に行かれ，同時に欧州各国の教育事情を視察されてい
ます。また，ソ連，東欧圏のチェコスロパキア・ハンガリー・ル マーニア ・ユーゴスラピア等
の教育事情を視察して論文を書かれています。 近くは韓国及び中国を視察して見聞を広められ
ました。
先生の著書，論文は極めて多く，これを挙げることは到底できませんが， その文章は平明に
して流麗，情理よくかない，誰もが感動する名文であります。私は先生は 「話術よりもむしろ
文の人」 であると思うことがあります。とく に雑誌等に発表する教育問題に関する論文は，ま
さに 「警世の書」ともいうべきものと思います。
先生は，「私は一生を学問研究者として貫きたかったが，心ならずも多くの管理職的地位を
与えられ， 学問も教育も中途半端であった」としばしば述懐されましたが，これは真にご謙遜
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のお言葉であって，先生こそ「教えて倦まず 学びて厭はす」の教育者にして学者， 学者にし
て教育者，しかもそれは一貫して真理を追求した至誠，奪闘の教育者 ・哲学者であると信じて
います。
先生のご功績に感謝し今後 一層のご健勝と本道教育界への変らざるご指導をお願いして先
生を送くる言葉といたします。
一生を至誠奮闘秋晴るる
花束の学長送る 秋の晴 よしじ
